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2017年5月2日 

トランプ米大統領就任
100日の振り返り（2） 

投信マネーはどこへ流れたのか？ 
先進国では米国に大量に流入しました。新興国では世界の新興国に投資する

ファンドへ流入したほか、アジア債券への流入が堅調となりました。 

（注1）データは2017年1月19日~4月28日。1月19日を基準に累積。 
（注2）EPFRグローバル：米国を本社に置く金融商品の調査会社。世界新興国は世界の新興国市場全体に投資するファンド。

EMEAは欧州・中東及びアフリカ。分類はEPFRグローバルによる。 
（出所）EPFRグローバルのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 
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【先進国・新興国別に見た投信マネー】 

債券ファンド、株式
ファンドとも同規模の
流入超でした。 
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先進国中心ですが、
新興国にも流入し
ました。 

アジア債券ファンドが
3月後半以降流入超
に転じました。 

アジア株式ファンドも
4月後半に流入超に
転じました。 
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【新興国債券ファンドの流れ】 【新興国株式ファンドの流れ】 

○投信マネーは、トランプ米大統領の就任後100日の間、株式・債券ファンドとも先進国を中心に流入しました。
新興国も、債券、株式ともに世界新興国ファンドへ継続的に資金が流入しました。世界的にリスク選好の高
まりが続きました。 

○ 新興国ではアジアに変化がありました。アジアの債券ファンドは3月前半まで流出傾向でしたが、3月後半以
降流入超に転じました。世界的な景気回復の中、新興国アジアの経済も回復基調を強めており、アジアへの
資金流入が継続すると期待されます。 


